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魅力・活力・協力が融和し発展するまち
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興部町功労者表彰・教育委員会表彰
全国防犯協会連合会長表彰受賞・北海道青少年顕彰受賞
町長日誌／今月の元気予報／シリーズ 155 いま、興部高校では
情報ひろば／おこっぺのできごと
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広報おこっぺ　２０１２年１２月号 （2）

平
成
11
年
10
月
に
代
表
監
査
委

員
に
選
任
さ
れ
、
３
期
12
年
間
在

籍
し
、
そ
の
間
、
網
走
支
庁
管
内

町
村
等
監
査
委
員
協
議
会
会
長
等

も
務
め
、
監
査
の
円
滑
適
正
な
執

行
と
監
査
委
員
制
度
の
健
全
な
運

用
を
図
り
、
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
９
年
７
月
に
選
挙
管
理
委

員
に
任
命
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
16

年
２
月
か
ら
は
選
挙
管
理
委
員
会

職
務
代
理
者
に
就
任
し
、
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
公
正
な
選
挙
の
執

行
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民

生
児
童
委
員
や
固
定
資
産
評
価
委

員
な
ど
多
く
の
職
に
就
き
、
興
部

町
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
62
年
町
議
会
議
員
に
初

当
選
さ
れ
て
以
来
、
３
期
12
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、

山
積
す
る
地
方
自
治
の
諸
問
題

の
解
決
に
尽
く
さ
れ
、
円
滑
で

健
全
な
開
か
れ
た
議
会
運
営
に

大
き
く
寄
与
し
、
興
部
町
の
振

興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
、

秋
里
自
治
会
長
な
ど
多
く
の
公

職
に
も
つ
か
れ
、
平
成
22
年
11

月
に
は
、
旭
日
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
当
日
は
、
体
調
が
思
わ

し
く
な
く
欠
席
さ
れ
ま
し
た

が
、
後
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
老
人
ク
ラ
ブ
例
会
の
席
上
に

て
、
硲
町
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
７
年
町
議
会
議
員
に
初
当

選
さ
れ
て
以
来
、
３
期
12
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
そ
の
間

総
務
社
会
常
任
委
員
長
、
監
査
委

員
等
を
務
め
、
山
積
す
る
地
方
自

治
の
諸
問
題
の
解
決
に
尽
力
さ

れ
、
円
滑
で
健
全
な
開
か
れ
た
議

会
運
営
に
大
き
く
寄
与
し
、
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
多
大
な
功
績

を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
沙

留
西
町
自
治
会
長
、
民
生
委
員
、

興
部
町
自
治
会
連
合
会
会
長
な
ど

多
く
の
公
職
に
も
就
か
れ
、
町
政

の
発
展
と
住
民
福
祉
の
増
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
９
年
７
月
に
選
挙
管
理
委
員

に
選
任
さ
れ
、
ま
た
平
成
16
年
２
月

か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
就

任
し
、
12
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り

公
正
な
選
挙
の
執
行
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
民
生
委
員
、
公
営
住
宅

選
考
委
員
や
、
仲
町
自
治
会
会
長
な

ど
多
く
の
職
に
就
き
、
興
部
町
の
振

興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

平成 24 度興部町功労者表彰式典が、11 月 3日に中央公民館において挙行されました。
今年度の表彰は、自治功労者 5名、教育功労者 1名、消防功労者 3名、永年勤続者 1名の方々で、
硲町長から表彰状と記念品が贈られました。この度の受賞を心からお祝い申し上げます。

上
出
　
英
二 

さ
ん

（
昭
和
11
年
生
76
歳
）

山
中
　
　
進 

さ
ん

（
大
正
11
年
生
89
歳
）

加
瀬
谷
金
美 

さ
ん

（
昭
和
13
年
生
74
歳
）

太
田
　
豊
治 

さ
ん

（
昭
和
８
年
生
78
歳
）

對
馬
　
秀
一 

さ
ん

（
昭
和
11
年
生
76
歳
）

自 治 功 労 者

平成２４年度 興部町功労者表彰
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平
成
10
年
10
月
に
教
育
委
員
、
平
成

20
年
10
月
か
ら
は
教
育
委
員
長
職
務
代

理
者
に
就
任
し
、
12
年
の
永
き
に
わ
た

り
興
部
町
の
教
育
行
政
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
、
公
民
館
等
運
営
審
議
会
委
員
、

社
会
教
育
委
員
、
婦
人
団
体
協
議
会
会

長
等
な
ど
多
く
の
公
職
に
も
つ
か
れ
、

ま
た
学
校
に
お
け
る
情
報
教
育
の
充
実

の
た
め
町
内
小
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
機

器
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
設
置
す
る
な
ど

時
代
に
適
応
し
た
教
育
環
境
の
整
備
、

社
会
教
育
の
推
進
、
充
実
を
図
る
た
め

町
内
の
社
会
教
育
団
体
、
文
化
団
体
の

育
成
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ら

れ
社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

昭
和
29
年
２
月
に
興
部
町
消
防
団
員

を
拝
命
以
来
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
地
域

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
献
身
的
に
災

害
防
御
の
任
に
あ
た
り
、
昭
和
45
年
５

月
に
は
副
分
団
長
に
昇
格
し
分
団
運
営

に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
防
火
意
識
高

揚
の
た
め
精
力
的
に
消
防
団
活
動
を
続

け
、
消
防
行
政
の
遂
行
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

昭
和
43
年
５
月
に
興
部
町
消
防
団
員

を
拝
命
以
来
、
43
年
の
永
き
に
わ
た
り

消
防
団
活
動
に
精
励
し
、
火
災
出
動
は

も
と
よ
り
自
然
災
害
発
生
時
に
も
身
を

挺
し
て
防
御
の
任
に
あ
た
り
、
消
防
人

と
し
て
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。平

成
21
年
１
月
に
は
部
長
に
昇
格

し
、
後
輩
団
員
の
指
導
・
育
成
に
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
防
火
思
想
普
及
の
た

め
精
力
的
に
消
防
団
活
動
を
続
け
、
消

防
行
政
の
遂
行
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。

昭
和
39
年
５
月
に
興
部
町
消
防
団
員

を
拝
命
以
来
、
48
年
の
永
き
に
わ
た
り

消
防
の
任
に
あ
た
り
各
種
出
動
を
は
じ

め
、
消
防
施
設
の
維
持
管
理
や
地
域
の

防
火
推
進
に
献
身
的
な
姿
勢
で
取
り
組

み
、
平
成
11
年
11
月
に
は
部
長
昇
格
し

分
団
幹
部
と
し
て
組
織
運
営
に
一
翼
を

担
う
と
と
も
に
、
若
手
団
員
に
範
を
示

す
立
場
と
し
て
、
よ
り
一
層
、
消
防
防

火
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

●
社
会
福
祉
委
員

多
田
　
直
男
さ
ん

平
成
７
年
12
月
よ
り
15
年
以
上
、
民

生
児
童
委
員
の
職
に
就
か
れ
ま
し
た
。

米
田
　
明
子 

さ
ん

（
昭
和
14
年
生
72
歳
）

原
口
　
浩 

さ
ん

（
昭
和
７
年
生
80
歳
）

鈴
木
　
一
三 

さ
ん

（
昭
和
15
年
生
72
歳
）

村
上
　
信
夫 

さ
ん

（
昭
和
15
年
生
72
歳
）

教 育 功 労 者

消 防 功 労 者

永
年
勤
続
者



興部町教育委員会による教育委員会表彰、優良青少年表彰の受賞者が決まり、表彰式が行われま
した。

平成２４年度 興部町教育委員会表彰

広報おこっぺ　２０１２年１２月号 （4）

●
教
育
委
員
会
表
彰
者

●
優
良
青
少
年

�

表
彰
者

今
年
7
月
に
行
わ
れ
た
第
35
回

全
日
本
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
北
海

道
支
部
大
会
で
推
薦
に
選
ば
れ
、

８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
、
興
部
町
の
文
化
芸
術
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
・
芸
術
部
門

興
部
ド
ゥ
リ
ー
ム
・

�

コ
ー
ル 

さ
ん

社
会
奉
仕
部
門

川
原
田
昭
吾 

さ
ん

　
　
　
　

理
江 

さ
ん

川
原
田
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
今
年

３
月
に
閉
校
に
な
っ
た
旧
豊
野
小

学
校
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り

児
童
の
畑
の
先
生
と
し
て
指
導
さ

れ
、
学
校
周
辺
の
清
掃
や
整
備
な

ど
労
力
奉
仕
を
行
い
、
学
校
美
化

活
動
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

小
泉
　
禎
範
さ
ん

（
昭
和
53
年
生
34
歳
）

佐
野
　
嘉
昭
さ
ん

（
昭
和
59
年
生
28
歳
）

近
藤
　
　
敦
さ
ん

（
昭
和
56
年
生
31
歳
）

阿
部
　
共
明
さ
ん

（
昭
和
55
年
生
32
歳
）



全国防犯協会連合会長表彰受賞

北海道青少年顕彰受賞

広報おこっぺ　２０１２年１２月号（5）

11
月
6
日
、
30
歳
以
下
の
自
立
心
豊
か
で
行
動
力
に
富
む
青
少
年
と

し
て 

堤
田
ひ
か
る
さ
ん
へ
北
海
道
青
少
年
顕
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

堤
田
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
家
業
の
チ
ー
ズ
工
房
で
後
継
者
と
し
て

技
術
の
習
得
に
励
む
か
た
わ
ら
、
商
工
青
年
部
の
一
員
と
し
て
地
域
お

こ
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
年
時

代
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
を
生
か
し
、
就
業
と
同
時
に
興
部
町

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
の
指
導
者
と
な
り
、
現
在
は
団
の
指
導
者
で
は
唯

一
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
コ
ー
チ
の
資
格
を
持
ち
少
年
の
健
全
育

成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ
の
積
極
的
な
姿
勢
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
都

度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大
会
に
お
い

て
、
興
部
町
防
犯
協
会
長 

品
田
辰
雄
さ
ん
が
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

長
表
彰
防
犯
栄
誉
銅
章
を
受
章
さ
れ
、
先
日
、
町
長
室
に
お
い
て
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

品
田
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
防
犯
協
会
に
加
入
し
、
平
成
８
年
か
ら

は
同
会
の
会
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
40
年
に
亘
り
街
頭
パ

ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
町
内
の
防
犯
活
動
の
推

進
、
防
犯
意
識
の
高
揚
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
永
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
都
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。



広報おこっぺ　２０１２年１２月号 （6）

お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、町
役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。不
明な点は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

さて、国会で与野党が揉めたために法案が成立していなかった「特例公債法案」は、解散が決まった途端にあっ
という間に成立して、19日には遅れていた 11月分の地方交付税交付金が市町村に交付される通知がありました。
これで今年度分の普通交付税は予定通り全額交付されますのでご安心ください。
17日㈯からは 1週間の予定で東京へ今月 2回目の出張です。その後、28日から 3回目の東京出張がある予定
です。お陰様で体調も良いですのでご安心ください。いよいよ寒い季節です。風邪に気を付けて師走をお迎えくだ
さい。では、また。

沙留・興部両小学校の学芸会が行われましたので、半分ずつ見せて頂きました。最初に
沙留小学校の学芸会を見ました。沙留小体育館のステージは学校では珍しく巻き上げ式の緞帳なのですが、上げ
切った時にワイヤーが挟まり下りなくなってしまい、幕間も幕を上げたままで校長先生がとても申し訳なさそうに
されていましたが、子供たちはそんなことはお構いなしで素晴らしい発表を見せてくれました。前半が終わったと
ころで興部小学校に移動して見せて頂きました。興部小は体育館が大きいため、例年劇などで子供たちの声が聞こ
えない事も多かったのですが、セリフがしっかりと聞こえ、表現力も豊かで、特に高学年の楽器演奏は良かったで
す。両校とも 6年生をリーダーに学芸会進行の役割をこなし、発表も素晴らしかったです。指導された先生方にも
感謝しています。

酪農が盛んな町村で組織しています「北海道酪農振興町村長会議」の役員で道庁農政部
と喜多道議会議長に対し、厳しい予算の中で削減が噂されています「草地基盤整備事業の道費負担分の維持」を要
請してきました。現在 5ヶ年計画で興部町は草地の整備や牛舎施設などの整備を行うため「公社営事業」を行って
います。この事業は、国費 50％の補助事業で、さらに道費 15％の上乗せを行って頂いています。燃料や飼料・資
材などが高止まりで酪農経営も規模拡大で何とかやり繰りしているのが現状ですので、酪農地帯の良質粗飼料確保
のため大切な事業である事を強く訴えてまいりました。

11月に入り毎日のように雨が降っています。また、例年より暖かいため漬物
作りに苦労されているご家庭も多いかと思います。9日は、朝から強い雨が断続的に降り、午後には湧別川 ･渚滑
川の水嵩が増え警戒水域に達しましたが、興部川も夕方かなり水位が上がり、一部元町の道路が冠水する被害があ
りました。また、宇津地区山間の降雨量もかなり多く、宇津浄水場の水源地の濁度が高くなり、あわや断水かと思
われましたが、職員の頑張りと雨が止んだこともあり何とか断水にならずに済みました。ところが、落ち着いたと
思われた 11日㈰からは、細かく砕けた枯葉が原水を吸い上げる目皿に詰まる現象に見舞われ、12日には古い取
水地を使い何とか断水の危機を回避することが出来ました。今迄この様な事はあまりなく、気候の変化はこの様な
ところにも影響を及ぼしているのです。

10月 28日㈰

11月1日㈭

11月9日㈮〜12㈪

町長日誌の第 109 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事
を町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№109町長日誌
今月は、3回東京への出張があり、その 1回目が 13～ 14日でした。現
在検討中のバイオガス事業の補助事業化に向けた農林水産省との協議に

行ってまいりました。その 14日に国会では党首討論が行われ「16日解散」と俄かにマスコミは騒がしくなって
きましたが、巷では忘年会のキャンセルなども予想されますし、役所では大型補正予算が組まれることを期待して
いた向きもありますが、それも淡い夢となってしまいました。今、子供たちがＴＶゲームの影響を受けて想像の世
界と現実がごっちゃになってしまっていると問題視する教育専門家もいますが、今の政治も何かテレビの中だけの
世界の様に思えてくるのは私だけでしょうか。総理が「16日に解散します。やりましょう！」と渾身の気迫で安
倍総裁に迫ってもテレビ画面の右下に「つづく」と出てくるドラマの様な気がしてなりません。国民は今、政治に
対する「不信感」と経済の「不況」そして生活の先行きへの「不安」、この「三つの不」に困っていることを政治
家が理解し、一日も早い改善がなされる選挙になる事を願うばかりです。

11 月 15 日㈭　PM3：00
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木
々
の
葉
は
落
ち
、
風
の
冷
た
さ

に
も
冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
寒
い
時
期
に
な
る
と
風

邪
が
流
行
し
て
き
ま
す
。「
う
が

い
・
手
洗
い
」
を
し
っ
か
り
と
し
、

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
さ
て
、
今

月
の
テ
ー
マ
は
「
眼
」
に
つ
い
て
で

す
。
眼
の
病
気
と
し
て
な
じ
み
深
い

白
内
障
の
ほ
か
、
名
前
が
似
て
い
る

病
気
に
緑
内
障
と
い
う
も
の
も
あ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
は
こ
の
病
気
の
違

い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
眼
」
の
は
た
ら
き
と
役
割

私
た
ち
は
眼
に
よ
っ
て
周
り
に
あ

る
物
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
眼
の
は
た

ら
き
に
よ
り
、
遠
く
の
物
や
近
く
の
物

な
ど
、
辺
り
を
広
く
見
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
眼
は
物
に
あ
た
っ
た
光
の
反

射
を
捉
え
、
そ
の
光
を
認
識
す
る
こ
と

で
、
は
じ
め
て
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
暗
闇
で
は
物
を
把

握
し
に
く
い
・
で
き
な
い
現
象
が
起
こ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
生
活
の
中
で
眼
か

ら
得
た
情
報
の
多
く
を
認
識
し
、
活
用

し
て
い
る
の
で
す
。

加
齢
に
よ
る
眼
の
変
化
と
は
？

目
に
は
レ
ン
ズ
の
働
き
を
す
る

「
水
晶
体
」
と
呼
ば
れ
る
器
官
が
あ

り
、
そ
れ
が
厚
く
な
っ
た
り
薄
く
な
っ

た
り
形
を
変
え
る
こ
と
で
眼
に
入
っ
た

光
を
映
像
と
し
て
認
識
さ
せ
ま
す
。
年

齢
を
重
ね
て
く
る
と
、
そ
の
水
晶
体
の

柔
軟
性
が
失
わ
れ
は
じ
め
、
厚
く
な
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
近
く

の
も
の
に
焦
点
が
合
わ
せ
に
く
く
な
る

「
老
視
（
老
眼
）」
と
言
わ
れ
る
状
態
が

起
こ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
涙
の
産
生
量

も
年
を
と
る
と
と
も
に
減
少
し
、
眼
の

表
面
を
う
る
お
す
た
め
の
涙
の
量
が
不

足
が
ち
に
な
り
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と

ド
ラ
イ
ア
イ
に
な
り
や
す
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
変
化
が
原
因
と
い
え
ま
す
。

白
内
障
に
つ
い
て

眼
を
カ
メ
ラ
に
例
え
た
時
に
レ
ン

ズ
の
役
割
を
す
る
の
が
「
水
晶
体
」
で

す
。
こ
の
水
晶
体
が
白
く
濁
り
、
物
が

か
す
ん
で
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
が
白

内
障
で
す
。
主
に
加
齢
が
原
因
で
起
こ

り
、
症
状
の
程
度
に
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
が
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
。
主
な
症
状
に
次
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
目
が
か
す
む
、
視
力
が
低
下
す

る
、
ま
ぶ
し
さ
を
感
じ
る
な
ど

目
が
か
す
ん
だ
り
、
小
さ
な
文
字

が
読
み
に
く
く
な
る
た
め
、
老
眼
と

間
違
わ
れ
や
す
い
で
す
が
、
白
内
障

の
場
合
に
は
、
眼
鏡
を
か
け
て
も
症

状
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
気
に
な
る

症
状
が
あ
る
場
合
は
眼
科
を
受
診
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

緑
内
障
に
つ
い
て

外
か
ら
入
っ
て
き
た
光
の
情
報
は
、

電
気
信
号
に
よ
っ
て
視
神
経
を
経
て
脳

に
伝
わ
り
ま
す
。
そ
の
物
を
見
る
経
路

の
視
神
経
が
障
害
さ
れ
、
視
野
が
欠
け

て
い
く
の
が
緑
内
障
で
す
。
日
本
で
は

40
歳
以
上
の
約
20
人
に
一
人
が
緑
内
障

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
視
神
経

は
障
害
さ
れ
る
と
元
に
は
戻
ら
ず
、
適

切
な
治
療
を
受
け
ず
に
い
る
と
失
明
の

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
主
な
症
状

に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
視
野
の
周
辺
が
か
す
む
、
視
野

が
狭
く
な
る
（
欠
損
が
あ
る
）

視
神
経
の
障
害
に
大
き
く
関
係
す

る
も
の
に
、「
眼
圧
」
と
呼
ば
れ
る
眼

に
か
か
る
圧
力
が
あ
り
ま
す
。
常
に
適

度
な
眼
圧
が
か
か
る
こ
と
で
眼
の
球
形

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
眼
圧
は

「
房ぼ
う

水す
い

」
と
い
う
透
明
な
液
体
に
よ
っ

て
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。
房
水
が
何
ら

か
の
原
因
で
排
出
困
難
に
な
る
と
眼
圧

が
高
ま
り
、
視
神
経
が
圧
迫
さ
れ
続
け

る
こ
と
で
障
害
を
う
け
、
視
野
の
欠
損

に
つ
な
が
り
ま
す
。

眼
の
健
康
を
保
つ
た
め
に

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
早

め
に
眼
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
検

査
と
し
て
は
、
視
力
検
査
の
他
、
水

晶
体
の
透
明
度
を
調
べ
る
検
査
や
眼

圧
検
査
、
視
野
の
欠
損
を
調
べ
る
視

野
検
査
、
視
神
経
の
状
態
を
調
べ
る

眼
底
検
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
の
検
査
も
痛
み
は
な
く
、
簡
単
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

白
内
障
は
完
全
な
予
防
法
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
紫
外
線
な
ど
水
晶
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
を
遮
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
日
射
し
の
強
い
時
期
や

雪
道
の
照
り
返
し
な
ど
は
サ
ン
グ
ラ

ス
や
帽
子
を
使
っ
て
紫
外
線
予
防
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
な
ど
全

身
の
健
康
状
態
を
気
に
か
け
る
こ
と

も
大
切
に
な
り
ま
す
。

緑
内
障
の
多
く
は
緩
や
か
に
進
行

す
る
慢
性
の
病
気
で
す
。
初
期
に
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

時
々
、
新
聞
を
片
方
の
眼
で
見
て
視
野

が
欠
け
て
い
な
い
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
意
識
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

症
状
が
軽
か
っ
た
り
、
生
活
に
支

障
が
な
い
場
合
、
気
付
か
ず
に
放
置
さ

れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
白

内
障
や
緑
内
障
に
限
ら
ず
、
定
期
健
診

を
受
け
る
こ
と
を
心
が
け
、
病
気
の
早

期
発
見
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

�

（
役
場　
保
健
師
）

○
沙
留
一
般
健
康
相
談
…
…
…
…
…
…
…
３
日
・
17
日

○
保
健
推
進
委
員
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
日

○
介
護
者
ふ
れ
あ
い
の
会
（
ほ
ほ
え
み
）……
…
…
10
日

○
乳
児
健
康
診
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27
日

今月の保健行事

『眼の健康について考えよう』
〜白内障と緑内障〜

今月の　　   予報
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い
ま
、興
部
高
校
で
は

い
ま
、興
部
高
校
で
は

シリーズ
◯155

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
㈭

～
十
六
日
㈮
、
道
立
北
見
体
育
セ
ン

タ
ー
で
、
高
体
連
北
見
支
部
新
人
卓

球
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
、
男
子
（
シ
ン
グ
ル
ス

二
名
、
ダ
ブ
ル
ス
一
組
）
と
女
子

（
団
体
、
シ
ン
グ
ル
ス
五
名
、
ダ
ブ

ル
ス
二
組
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

女
子
ダ
ブ
ル
ス
は
、
北
・
佐
藤
組
が

二
位
、
吉
野
・
伊
藤
組
が
三
位
に
入
賞
し

全
道
大
会
出
場
権
を
獲
得
。
さ
ら
に
、
女

子
団
体
も
三
位
と
な
り
、
見
事
に
全
道
大

会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

全
道
新
人
大
会
は
、
十
二
月
二
十

五
日
㈫
か
ら
二
十
八
日
㈮
、
苫
小
牧

市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

本
校
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
二

年
連
続
全
道
大
会
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

顧
問
の
鳥
畑
・
鈴
木
先
生
と
興
部
町

卓
球
協
会
の
田
村
コ
ー
チ
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
着
実
に
力
を
付
け
て
い
ま
す
。

全
道
大
会
で
も
持
っ
て
い
る
力
を

す
べ
て
発
揮
し
て
ほ
し
い
で
す
。
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

卓球部、女子団体3位全道大会へ出場!!
～女子ダブルス（北・佐藤組）2 位・（吉野、伊藤組）3 位 ! 全道大会へ～

北
海
道
教
育
委
員
会
で

は
、
生
徒
の
「
確
か
な
学

力
」
を
育
成
す
る
た
め
の
指

導
方
法
の
工
夫
・
改
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
学
力
等
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
も
、
毎
年
四
月

に
三
年
生
を
対
象
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
さ
ら
に
二
年
生
も
実
施

し
、
学
力
向
上
の
た
め
の
取

組
を
し
て
い
ま
す
。

実
施
科
目
は
、
国
語
（
国

語
総
合
）・
数
学
（
数
学

Ⅰ
）・
英
語
（
英
語
Ⅰ
）
の
三

科
目
（
い
ず
れ
も
Ａ
問
題
～

標
準
的
問
題
）、
及
び
学
習

習
慣
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
す
。

【
全
体
的
な
傾
向
】

▽
「
昨
年
度
本

校
と
の
差
」
で
は

国
語
と
英
語
で
昨

年
度
を
上
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

本
校
の
授
業
改
善

等
の
成
果
が
現
れ

て
い
る
と
推
察
さ

れ
ま
す
。
特
に
国

語
が
二
十
一
・
九

ポ
イ
ン
ト
と
高
か

っ
た
で
す
。

▽
「
全
道
正
答

率
と
の
差
」
で
も
、
国
語
と

英
語
で
全
道
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
特
に
国
語
が
十

四
・
三
ポ
イ
ン
ト
と
高
か
っ

た
で
す
。

▽
「
期
待
正
答
率
と
の
差
」

で
は
、
数
学
と
英
語
で
下
回

り
、
作
問
委
員
会
が
期
待
し

た
程
度
ま
で
の
学
力
が
身
に

つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
推
察

さ
れ
ま
し
た
。

▽
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
は
、

昨
年
同
様
に
家
庭
学
習
習
慣
の

確
立
が
課
題
と
推
察
さ
れ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12・1月の行事予定
  1 日㈯　全統センタープレテスト
  3 日㈪　2年見学旅行結団式
  4 日㈫　2年見学旅行（～ 8日）
10日㈪　2年振替休日
　　　　  3 年社会人教育（人権教育）
13日㈭　バスケットボール新人戦（〜 16日）
14日㈮　補習期間開始
18日㈫　3年社会人教育（租税教育）
21日㈮　冬季スポーツフェスティバル
23日㈰　冬期講習Ⅰ（～ 12月 28日）
　　　　  天皇誕生日
25日㈫　全校集会、大掃除
26日㈬　冬期休業（～ 1月 17日）
＊＊＊ 備考 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■１月の予定■
  6 日㈰　冬期講習Ⅱ（～ 10日）
14日㈪　成人の日
18日㈮　全校集会、基礎学力コンクール
19日㈯　～ 20日㈰センター試験
21日㈪　センター試験自己採点
23日㈬　～ 25日㈮卒業考査

ホームページ（http://www.okoppe.hokkaido-c.ed.jp）

● 10月 21日㈰
興部中学校学校祭
ボランティア
有志生徒が託児ボラ
ンティアを行ないま
した。
● 10月 24日㈬
赤い羽根協同募金
保健局員 6名と有志
生徒 10名がローソ
ン前で募金を呼びか
けました。
● 10月 27日㈯
ＰＴＡ研修会
18 名が参加し「お
うむ手打ち蕎麦の
会」会員の方にご指
導をいただき、「そ
ば打ち」を行いまし
た。
● 11月１日㈭
１年職業調べ発表会
15時間かけて学習
した成果をパワーポ
イントを使って発表
しました。
● 11月 1日㈭
２年見学旅行説明会
旅程を確認したり、
心得などの説明をし
ました。
● 11月 8日㈭
地域連携授業
雪印メグミルク様に
ご指導いただき「プ
リン」「クリームシ
チュー」などを作り
ました。
● 11月 13日㈫
秋の花壇整備
有志生徒と先生で花
や雑草を抜き、土起
こしをしました。

活 動 報 告

二
年
連
続
で
出
場

平
成
二
十
四
年
度
学
力
等
実
態
調
査

国
・
英
が
三
年
連
続
で
全
道
平
均
を
上
回
る
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12
月
は
道
税
の
滞
納
処
分
強

化
月
間
で
す

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で

は
、
12
月
、
３
月
の
各
月
を
「
滞

納
処
分
強
化
月
間
」
と
し
て
道
税

の
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

■
12
月
は
、
自
動
車
税
、
個
人
事

業
税
及
び
不
動
産
取
得
税
な
ど
の

道
税
全
て
に
つ
い
て
滞
納
整
理
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
給
与

や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
差
押
え
を

行
い
ま
す
。

■
ま
だ
、
納
税
が
お
済
み
で
な
い

方
は
大
至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
紋

別
道
税
事
務
所
納
税
係
へ
お
願
い

し
ま
す
。

■
道
税
の
納
税
に
は
、
手
続
が
簡

単
で
便
利
な
口
座
振
替
が
ご
利
用

で
き
ま
す
。

■
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
紋
別
道

税
事
務
所
納
税
係
（
紋
別
市
幸
町

６
丁
目
）

ＴＥＬ
０
１
５
８
・
２
４
・
２
６
２
６

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.okhotsk.pref.

hokkaido.lg.jp/ts/zim
/

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
？

次
の
場
合
に
は
、
自
動
車
の
登

録
手
続
き
等
が
必
要
で
す
。

●
住
所
や
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き

●
車
を
売
っ
た
り
、
買
っ
た
り
し

た
と
き

●
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
や

破
損
し
た
と
き

●
北
見
以
外
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
で
使
用
し
て
い
る
と
き

●
ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
終
わ
っ
た

と
き

●
車
検
証
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
紛

失
、
破
損
し
た
と
き

●
後
ろ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に

封
印
が
付
い
て
い
な
い
と
き

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
車

検
証
を
お
手
元
に
用
意
し
て
か

ら
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

北
海
道
運
輸
局
北
見
運
輸
支
局　

登
録
担
当
（
北
見
市
東
三
輪
３
丁

目
23
番
地
の
２
）

TEL
（
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
）

０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
０
７

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
始
後
「
０

２
６
」
と
プ
ッ
シ
ュ
す
る
と
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

法
務
局
に
お
け
る
登
記
相
談
事

務
の
予
約
に
つ
い
て

旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
支
局
に

お
け
る
登
記
の
申
請
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
１
月

４
日
㈮
か
ら
予
約
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
不
動
産
登
記
（
所
有
権
移

転
・
抵
当
権
抹
消
登
記
等
）
の
申

請
書
の
作
成
に
関
す
る
相
談
を
さ

れ
る
お
客
様
は
、
事
前
に
電
話
等

に
よ
り
予
約
を
取
ら
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
予
約
さ
れ
ず
に
登
記
の

相
談
を
さ
れ
る
場
合
は
、
予
約
さ

れ
て
い
る
お
客
様
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
御
理
解
願

い
ま
す
。

■
登
記
相
談
予
約
連
絡
先

旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
支
局

ＴＥＬ
０
１
５
８
・
２
３
・
２
５
２
１

働
い
て
い
る
調
理
師
の
皆
様
へ

●
調
理
師
法
第
５
条
の
２
に
基
づ

く
、
調
理
師
就
業
届
出
の
必
要
な

年
で
す
。

２
年
ご
と
に
、
12
月
31
日
現
在

の
調
理
従
事
場
所
等
を
届
出
の
必

要
な
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
届
出
が
必
要
な
調
理
師

（
次
の
施
設
、
店
舗
で
調
理
の

業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
）

◦
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業

所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、
そ

の
他
多
数
人
に
飲
食
物
を
調
理

し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

◦
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売

業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業

●
届
出
期
日

平
成
25
年
１
月
15
日
㈫
ま
で

●
届
出
先

あ
な
た
が
働
い
て
い
る
地
域
を

担
当
区
域
と
し
て
い
る
社
団
法
人

北
海
道
全
調
理
師
会
ま
た
は
、
紋

別
保
健
所
、
遠
軽
地
域
保
健
支
所

◦�

調
理
師
会
紋
別
支
部
：
紋
別
市

潮
見
町
１
丁
目
市
民
会
館
内　

キ
ッ
チ
ン
し
ま　
　
　
　
　
　

☎
０
１
５
８
・
２
３
・
４
３
１
１ 

◦�

調
理
師
会
遠
軽
支
部
：
遠
軽
町

１
条
通
北
６
丁
目
丸
榮
商
事　

☎
０
１
５
８
・
４
２
・
２
５
５
０

◦�

紋
別
保
健
所
：
紋
別
市
南
が
丘

１
丁
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
１
５
８
・
２
３
・
３
１
０
８

◦�

遠
軽
地
域
保
健
支
所
：
遠
軽
町

大
通
北
５
丁
目　
　
　
　
　
　

☎
０
１
５
８
・
４
２
・
３
１
０
８

●
届
出
用
紙

社
団
法
人
北
海
道
全
調
理
師
会
の

紋
別
支
部
及
び
遠
軽
支
部
又
は
紋
別

保
健
所
、
遠
軽
地
域
保
健
支
所

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
届
出
も

可
能
で
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

https://w
w
w
.harp.lg.jp/

S
k
s
J
u
m

in
W

e
b
/

EntryForm
?id=8c9XVvlm

●
詳
細
の
お
問
い
合
わ
せ
先

◦
北
海
道
全
調
理
師
会

　
☎
０
１
１
・
５
１
１
・
１
３
２
６

◦
紋
別
保
健
所

　
☎
０
１
５
８
・
２
３
・
３
１
０
８

◦
遠
軽
地
域
保
健
支
所

　
☎
０
１
５
８
・
４
２
・
３
１
０
８

inform
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お知らせください！在宅栄養士さん！！
紋別保健所では、在宅栄養士バンクを開設しています。
在宅栄養士バンクとは、紋別保健所管内に在住の在宅栄養士の方を対象に、各市町村等が行

う健康教育や健康相談などの健康づくり事業にご協力いただける方や育児等が落ち着き、医療
機関等に就業をお考えの方の登録をお願いしています。
栄養士業務から相当期間離れてしまっている方でも登録後、紋別

保健所において在宅栄養士再教育講習会を受講することができます。
意欲のある在宅栄養士の皆さん、ご登録よろしくお願いします。

登録受付：随時対応
問合せ先：紋別保健所健康推進課健康増進係
　　　　　担当：西脇、稲垣
　　　　　住所：紋別市南が丘１丁目６番８号
　　　　　電話：０１５８－２３－３１０８

⒈ 年末における犯罪および事故の防止
　安全で安心な年末を送り、希望に満ちた新年を迎えるため、次のことに気をつけて犯罪被害に遭わないようにしましょう。
○住宅を狙った侵入窃盗に注意しましょう！
　 住宅を狙った侵入窃盗の手口には、以下の種類があります。
　　「空き巣」：家族が不在中の家屋に侵入し、金品を盗む手口
　　「忍込み」：夜間、就寝中に家屋に侵入し、金品を盗む手口
　　「居空き」：昼寝、食事等をしているすきに家屋に侵入し、
　　　　　　　金品を盗む手口
○車上ねらいに注意しましょう！
　 自動車から離れるときは、

⒉ 飲酒運転の根絶　〜醒めたはず その思い込みに 魔が潜む〜
⑴ 飲酒運転の根絶！

飲酒して運転すると、気が大きくなりスピードを出し過ぎたり、また、注意力が低下するため信号や歩行者など
を見落とし易くなり、罪のない第三者を巻き込む重大事故を引き起こす危険性が高まります。

⑵ 飲酒運転は、本人の他その周辺者も処罰の対象！
飲酒運転は、重い処罰に加え、重大事故を起こせば、社会的制裁や多大な賠償を求められるのはもちろん、飲酒

運転を容認・助長する、車両提供、酒類提供、同乗した周辺者も処罰の対象となります。
お酒の強い人の中には、「これくらい大丈夫。」「自分は事故を起こさない。」などと思い込んでいる人もいます。

また誤った仲間意識による「見て見ぬふり」は、いずれ大事故につながり事故当事者のほか、同僚も仕事を失うこ
とになります。飲酒運転防止には、悪いことは「悪い」と言える職場の雰囲気が大切です。

⑶ 二日酔いも「飲酒運転」です！
「二日酔い」で車を運転し事故を起こす例が後を絶ちません。翌日、車の運転予定がある場合は、

自 衛 官 等 募 集 要 項
募集種目 資　　　格 将 来 の 展 望 募集期間 試　験　日

高等工科学校 15歳以上
17歳未満の男子

高等学校の普通科と同等の教育を受け、併せて技術的な識能を有す
る陸曹として必要な各種技術の専門教育等を受けることになります。
身分は、特別職国家公務員（生徒）で手当の支給（生徒手当　月額　
94,900円）を受けながら高等学校教育等を受ける制度です。

11月1日～
1月 7日

第１次試験
　1月 19日㈯
第２次試験
　2月 2日
～5日までの間の

指定する１日

自衛官候補生 １８歳以上
２７歳未満の者

自衛官候補生として所要の教育を経て3ヶ月後に2等陸・海・空士
（任期制自衛官）に任官します。教育訓練を受けた後に各部隊・基地等
に配属されます。約9ヶ月後、1等陸・海・空士に昇任し、さらに1
年後、陸・海・空士長に昇任します。

通　　年 12月 8日㈯

警察署からのお知らせ

・短時間の外出でも、必ずドアや窓などに鍵を掛けましょう。
・長期間留守にするときは、新聞や郵便の配達を
止めるなど、留守を悟られない工夫をしましょう。

・置き鍵は絶対にやめましょう。

・車内に物を置かないようにしましょう。・明るく人目につく場所に駐車しましょう。
・短時間でも、必ずエンジンキーを抜いて、ドアロックをしましょう。

・前夜、深酒をしない　・朝起きて自覚があるときは、絶対にハンドルを握らないようにしましょう。
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除雪は皆さんのご協力が必要です！
冬期間における道路の除雪作業は、通勤通学等の日常生活に支障
をきたさないため、また、交通安全の面からも大変重要な作業で
す。迅速にかつ円滑な除雪作業を行うため町民の皆さんのご協力
が必要ですので、ご理解くださいますようお願い致します。

●車道や歩道への雪だしはやめましょう !
自家敷地内の積雪を道路上に押し出したり、投雪すると交通の障害となり、それが事故を誘発
する場合があるので、自家敷地内から道路へ雪を出す行為はやめましょう。

●各家庭や店舗の間口の雪処理にご協力を !
各家庭や店舗の間口の雪処理に、ご協力をお願いします。除雪は、一般通行車両と歩行者の

安全を確保する目的で行っているので、各戸までの除雪はできません。

●除雪作業中は大変危険です !
除雪作業車は、大型で作業中は特に危険なので、他車輌、歩行者は注意してください。

●落雪に注意してください !
屋根には丈夫な雪止めを付け、定期的に点検し維持してください。雪おろしを早めに実施し、

おろす時は歩行者に注意してください。

●路上駐車はやめましょう !
除雪作業に支障となりますので、ご協力をよろしくお願いします。故障等で駐車する時には、

雪に覆われて確認できない場合もありますので、赤旗を上げるか、興部町役場等まで場所と位
置を連絡してください。

●歩道の上がり台は取り除きましょう !
車車輌出入り口の縁石の段差に鉄板や角材を置いているのが見受けられます。雪に隠れて見

えなくなり除雪車に跳ね飛ばされ危険ですし、除雪車を破損させますので、必ず取り除いてく
ださい。

■問い合わせ先：興部町役場建設課車輌管理係ＴＥＬ 82-2131 内線 261 ＦＡＸ 82-4058

町税納期のお知らせ
今月は、道町民税 4期（納期限平成24年 12月 28日）と、
国民健康保険税 6期（納期限平成24年 12月 31日）の納期です。

□今月は、道町民税の最終納期です。
□各納期を経過し、まだ納めていない町税は早急に納入願います。
□町税を納期内に納入できないなどの事情のある方は、住民課・税務係に相談ください。
□納期限を過ぎても町税が納入されないときは、地方税法に基づき督促状を送付します。
□固定資産の異動、特に家屋の新築や取り壊しがあった場合や軽自動車に異動があった場合は速やかに届出をしてください。
※町税に関する問合せは、役場住民課税務係へ（℡ 82－ 2131 内線 225.226）
□国民健康保険への加入、脱退の異動手続は、２週間以内に行ってください。
※国保手続きに関する問合せは、きらり保険医療係へ（℡ 82－ 4140）
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第２次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（原案）に
関する住民意見募集について
北海道後期高齢者医療広域連合は、道内 179市町村との連携のもと、後期

高齢者医療制度を運営している特別地方公共団体です。
この度、広域連合では、広域連合と市町村が連携しながら処理する事務につ

いて定めた「広域計画」が平成 24年度末で期間満了を迎えることから、平成
25年度からの新たな広域計画（第２次広域計画）を策定します。
この第２次広域計画の策定にあたり、次のとおり広く住民の皆さまからご意

見を募集します。

後期高齢者医療制度のお知らせ
■広域計画に関する住民意見募集について■

お
問
い
合
わ
せ
先

興部町福祉保健総合センター「きらり」
介護支援課保険医療係

電話  （0158）８２−４１４０番

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060-0062
　　　札幌市中央区南２条西14丁目
　　　国保会館６階
電話  （011）２９０−５６０１番

◆募集案件について
【募集案件】『第２次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（原案）』について
【募集期間】平成 24年 12月 7日〜平成 25年 1月 7日（必着）

◆公表する資料について
『第 2次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（原案）』

◆資料及び募集要領の入手方法について
意見募集の開始日から、北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ
(http://iryokouiki-hokkaido.jp) に掲載するとともに次の場所で配布しています。

・北海道後期高齢者医療広域連合
　　（住所については、下記お問い合わせ先参照）
・興部町福祉保健総合センター「きらり」
・沙留出張所
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厚生年金に加入していた方が20歳以上60歳未満で退職 (失業 )すると、市区町村役場で国民年金
の第1号被保険者になるための手続きを行い、月額保険料（平成24年度は 14,980 円）を納めるこ
とになります。
一方、保険料を納めることが経済的に困難な方には、申請によって保険料の納付を免除される制度

があります。
保険料納付の全額が免除された場合、免除された期間は次のように扱われます。①老齢基礎年金・

老齢厚生年金の受給資格期間の25年に算入されます。②老齢基礎年金の2分の1の年金額が保障さ
れます。③障害基礎年金・遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。
なお、免除された期間については、10年以内に「追納」をして、老齢基礎年金の年金額を増やす

こともできます。

●退職 (失業 ) 時の特例免除制度

免除申請する年度またはその前年度に退職 (失業 ) した方は、特例免除制度を利用できます。この
特例免除では、通常は審査の対象となるご本人の所得の状況を除外して審査が行われます。ただし、
配偶者、世帯主に一定以上の所得があるときは免除が認められないことがあります。
※退職には自己都合退職も含まれます。
★手続き
特例免除の申請には、住民票のある市区町村役場へ「国民年金保険料免除申請書」を提出する必要

があります（申請書は市区町村役場または年金事務所にあります）。
手続きに必要なものは、①年金手帳または納付書など基礎年金番号がわかるもの、②認め印、③失業

していることを確認できる公的機関の証明の写し（雇用保険受給資格者証、離職票等）となっています。
★被扶養配偶者の方
厚生年金加入者の20歳以上60未満の被扶養配偶者の方は、配偶者の退職 (失業 )によって、国民

年金の種別が、第 3号被保険者から第 1号被保険者にかわり、保険料の納付義務が生じます。
この被扶養配偶者だった方も、配偶者の方が退職 (失業 ) 時の特例免除に該当すれば、同時に免除

申請をすることによって、免除が認められることになっています。
免除制度と追納制度の詳細については、下記またはお近くの年金事務所にご相談ください。

【問い合わせ先】役場住民課戸籍年金係（TEL８２･２１３１内線２２４）
国民年金加入者の種別
●第 1号被保険者・・・自営業者・20歳以上の学生・家事手伝い・フリーターなど
●第 2号被保険者・・・厚生年金等に加入しているサラリーマンなど
●第 3号被保険者・・・第 2号被保険者の被扶養配偶者

年金のお問い合わせは ｢ねんきんダイヤル ｣へ !
○年金相談は、「ねんきんダイヤル」℡０５７０－０５－１１６５
または、お近くの年金事務所をご利用ください。
※ⅠＰ電話・ＰＨＳからは「℡０３－６７００－１１６５」にお電話ください。
月～金曜日：午前 8時 30分～午後 5時 15分
ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後 7時まで
第 2土曜日：午前 9時 30分～午後 4時� ＊祝日はご利用いただけません。

日時 12 月 20 日㈭ 午前 9 時〜午後 3 時
場所紋別市民会館（紋別市潮見町 1 丁目）

12月の年金事務
相談所の開設日程

国 民 年 金

※�お客様の相談時間を十分確保するため、完全予約制となります。相談予約は電話により相談開設日の1ヶ月前から
受付します。電話予約受付番号０１５７－３３－６００７（北見年金事務所）

退職（失業）による
国民年金保険料の特例免除制度

日本年金機構ホームページ http://www.nenkin.go.jp/
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はまなす幼稚園で改築記念コンサート
10 月 19日、綺麗になったはまなす幼稚園・ホールの完成を記念して、
改築記念コンサートが開催されました。はまなす幼稚園は 7月 25日よ

り改築工事が始まり、約 2ヵ月半後の 10月 5日に完成しました。
19日の改築記念コンサートでは、今年 3月の卒園式での卒園ソング『未

来へ』（作詞・作曲：小山哲夫園長）の歌を担当して頂いた、紋別市在住でシンガーソングライターの長澤
達也さんが出演し、園児の父母や園児たち約 50名の前でアコースティックギターの弾き語りを披露しまし
た。コンサートの最後には、長澤さんの所属するバンド「Ｋ２ＰＲＯＪＥＣＴ　ＢＡＮＤ」も出演し、卒園
ソング『未来へ』を卒園生や在園生と一緒に歌い楽しいひと時を過ごしました。

10月 28日、総合センターにて、第 36回興部町長杯争奪弓道大会が開催されました。
大会には、地元興部町のほか、士別市や北見市、遠軽町などから 30名程が参加し、興部弓道会会長の山

本さんの矢渡しの後、射会が開始され、参加者は直径 36cmの的に向かって真剣な表情で矢を射っていま
した。
 
　　　大会成績（優勝者）
　　参段以下の部
　　　鈴木　文子（紋別市）
　　四段の部
　　　山田　清明（士別市）
　　五段以上の部
　　　沢向　勇仁（湧別町）

第36回興部町長杯争奪弓道大会が開催されました

topics
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 第６０回興部町総合文化祭

トリオ・アンジュエコンサート

10 月 27日から 11月 4日の日程で、第 60回興部町総合文化祭が開催されました。
展示部門の会場、中央公民館では、子どもたちの作品や、絵画、書道、木彫、手芸品等の作品が展示され、

訪れた人たちを楽しませていました。
11月 3日には芸能部門の発表会が総合センターで行われ、町内文化連盟所属の 14団体が出演し、大正琴、

日本舞踊、三味線、詩吟、バレエ、民謡、カラオケ、ピアノ演奏など日頃の活動の成果を披露し、沙留小学
校で活動している沙留一輪車クラブも特別出演し、華麗なダンスやヨサコイなどを音楽に合わせ披露しまし
た。
また、西紋三市町村（紋別市、滝上町、興部町）文化連盟の文化交流事業として滝上町で活動している「森

のくまさん音楽隊」が参加されました。 

11 月 18 日、オホーツク・おこっぺ芸術劇場
実行委員会主催による、トリオ・アンジュエコン
サートが、総合センターにおいて開催されました。
トリオ・アンジュエは北海道教育大学の同期 3

名による「2台のヴァイオリンとピアノ」という
国内でも珍しい編成のトリオで、コンサートでは
クラシックだけでなく、ディズニー音楽や映画音
楽など誰もが一度は聞いたことのあるプログラム
構成で、演奏会に足を運んだことのない方も、ヴァ
イオリンとピアノの美しいハーモニーに耳を傾け
ていました。

また、翌日の 19日には、福祉保健総合センター
「きらり」でボランティアコンサートを開催し、
生活支援ハウスの入居者、ディサービス利用者、
長寿大学の学生さんの方々を楽しませてくれまし
た。

topics
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●人のうごき人口  4,161 ／ 男 2,038／ 女 2,123／ 世帯数 1,815  10 月末現在
（前月比）	 （ −3 ）	 （ ±0 ）	 （ −3 ）	 （ ＋4 ）

毎月15日は、道民交通安全の日です

飲酒運転を根絶しよう
年末年始は、忘年会や新年会などで飲酒の機会がふえることから、
飲酒運転による事故の増加も心配されます。
・「飲んだら乗らない」、「乗るなら飲ませない」を徹底し、地域や職場、
家庭ぐるみで飲酒運転を根絶しましょう。

　平成24年工業統計調査を実施します
工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすること

を目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料とし

て利活用されます。
調査時点は 24 年 12 月 31 日です。
調査票へのご回答をお願いいたします。

経済産業省・都道府県・市区町村

工業統計キャラクター・コウちゃん

国保病院からのお知らせ

１2月の皮膚科
診療の日程

◎ 期日　4 日㈫・18 ㈫
◎ 場所　興部町国民健康保険病院

お悔やみ申し上げます
死亡者氏名　　住　所	 年齢

黒澤美代子	 秋 　 里 	 74

中山　良藏	 沙留港町	 81

齋藤ウメノ	 東　　町	 87

馬場　繁一	 本　　町	 86

ご出産おめでとう
　  出生児名　　親の名　　住　所
◎男の子

　岡本　凉
り

空
く

　 恵　太
佳央里 　新 泉 町

◎女の子

　三宅　柚
ゆず

嬉
き

　 雅　弘
絵　美 　豊 　 野

子供の人権１１０番　フリーダイヤル
０１２０－０

ゼロゼロナナのひゃくとおばん
０７－１１０

ひとりで悩まないで
悩んでいる・困っているなら

人権擁護委員
に相談してください

☆わたしたちの街の人権擁護委員です

田中　啓一 ☎82-2522
小山真由美 ☎82-2996
今井　秀和 ☎83-2244




